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研究成果の概要（和文）：資料調査と英国の思春期保健の専門家へのインタビュー調査によって、オーストラリアと英
国で思春期リスク行動の診断と対処のツールとして用いられているTraffic Light Tool (TLT)を発見し、その特徴の分
析結果から、思春期の若者の性行動を含めた健康リスク行動全般に関する診断と理解および対処における有用性を確認
した。TLT原版の開発者Family Planning Queensland（FPQ)から、日本版開発の許可が得られた段階にある。本研究期
間の成果は、Environmental Health & Preventive Medicineに総説として公表した

研究成果の概要（英文）：This study focused on youth sexual behaviour and health. We compared approaches 
to adolescent sexuality and sexual health in the Japan and the United Kingdom. This revealed that the 
concepts of safeguarding and early intervention are important in the area of child and adolescent health 
in the UK. These conceptual frameworks allow professionals to deal with issues around child and 
adolescent sexuality positively and protectively. In contrast, we found that in Japan the approach to 
adolescent sexuality is largely one of emphasising risk with little attention paid to how to support 
healthy sexual behaviours. There is no conceptualisation of sexuality as healthy or positive. Our 
research led us to the Traffic Light Tool, which is being used to help support professionals working with 
children and young people on sexual health issues. We were able to confirm the efficacy of the tool. We 
entered into a licence agreement to develop a Japanese version of the Tool.

研究分野： 医療社会学・教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
日本では若者の性的行動はしばしば非行

と逃避と結び付けて論じられてきた。1970

年代から最近までの若者の性的経験率の上

昇や早期化、特に女子の性行動の活発化が

否定的に捉えられ、青少年時代は｢性的に禁

欲であるべきだ｣という考え方が一般市民

から行政、教育者までの「常識」である（日

本性教育協会、2007）。 

しかしながら、国立社会保障・人口研究

所が「少子化の要因としての成人期移行の

変化に関する人口学的な研究」(2008 年～

2010 年)で明らかにしているように、特に

1970 年代以降、青少年時代は大きく変化し

てきている。皆が就職、結婚、家庭作りと

出産という古典的な成人期を送ることは難

しくなった。同時に、「勤勉と禁欲」と考え

られた時期としての青少年期が「消費・自

由奔放」へと変化してきている(国立社会保

障・人口研究所 2010)。 

青少年時代は大きく変化してきたのに、

自治体や教育機関など公的領域では、青少

年時期が「勤勉と禁欲」であるべきだとい

う考え方が強く存在している。現代の思春

期の若者を取り巻く日本社会の環境におい

ては、包括的な性教育や若者を対象とした

セクシュアル・ヘルス・サービスを提供す

ることが難しく、その結果として若年妊娠

や性感染症など問題が深刻になっている。 

「健やか親子２１」では、少子化現象の背

景のなか、若者の「不健康的な性的行動」

に対して、十代の人工妊娠中絶実施率と十

代の性感染症罹患率を減少させることが目

標に設定されていた。2010 年の中間評価で

は、両方がともに減少傾向にあることが確

認され、その更なる低減が 2014 年までの主

要な目標に設定された。しかし、肯定的に

捉えられる若者の性は相変わらず存在しな

い。 

「健やか親子２１」の思春期の保健対策

の強化と健康教育の推進は、英国の十代妊

娠戦略とほぼ同じ時期に開始されている。

英国では 1999 年 6 月に「英国政府国会提出

報告書『十代妊娠』が議会に提出され、10 年

間の目標値を設定した Teenage Pregnancy 

Strategy「十代妊娠戦略」が始まった。英国政

府が立てた 2 本柱は、2010 年までに 18 歳以

下の妊娠率を半減させること、十代で妊娠・出

産した若者への支援を充実させることで、6 割

が教育を受けるか又は就労することを目指す

ことであった。「十代妊娠戦略」は終了してた

が、地域レベルで「十代妊娠戦略」を実施す

るための Teenage Pregnancy Task Force が現

在も各地域に残っており、若者の性問題につ

いて、特にインタネットに関わる性問題に大き

くかかわっている。 

英国では妊娠率と十代で親になることを

課題としているのに対し、日本では人工中

絶実施率と性感染症を課題に設定している

こと、また英国では十代で妊娠・出産した

若者に対する教育と社会復帰支援の目標が

設定されていることが、健康に関わる政策

上の大きな相違点である。加えて、英国の

対策は、妊娠のリスクが高い思春期の男女

を対象とした有効な性教育プログラムや親

子の関係を改善するプログラムなどを実施

し評価することも可能なものである。その

点からも日本の母子保健の枠でとらえる

「健やか親子２１」と社会的排除対策とし

て進められる英国の「十代妊娠戦略」の比

較は意義がある。 

 

２．研究の目的 
本研究では、若者の健康にとってリスクと

なる不健康な性的行動に焦点を当てた。日

本の「健やか親子 21」と英国の「十代妊娠

戦略」の国レベルの政策を比較し、両国の

政策に関する研究や活動を比較することに

よって、日英の若者の性（特に女性の）と

セクシュアル・ヘルスへのアプローチを明



確にする。また、文献調査とインタビュー

調査によって、日英において、健康にとっ

てリスクとなる性的行動に至る思春期女性

の社会状況、意識、価値観、行動を検討す

る。日本の思春期女性の「危険・不健康な

性的行動」の特徴を、英国の十代妊娠への

対策と比較・分析することを通して、その

要因に迫る。思春期女性の性的問題行動を

加速および抑制する因子を抽出し、有効な

予防的介入の検討に役立つ知見を得ること

を目指す。 

 
３．研究の方法 
 

本研究では、日英の若者の性（特に女性の）

とセクシュアル・ヘルスへのアプローチを

明確にすることと日本の思春期女性の危

険・不健康な性的行動の性状と特徴を知る

目的で、先行研究・資料調査と、当事者お

よび周辺へのインタビュー調査データを質

的研究手法で用いて国際比較を行った。 

具体的には、次の研究活動を行った。 

Ⅰ．日本の「健やか親子 21」と英国の「十

代妊娠戦略」について、資料調査とキーパ

ーソンへのインタビュー調査によって詳細

な情報を収集し、目標達成に向け展開され

ている実践について比較分析を行った。 

Ⅱ．日本と英国において、十代人工妊娠中

絶や性感染症を経験した思春期女性（以下、

ハイリスクグループ）に関する質的研究を

行った。英国でハイリスクグループの思春

期女性へのインタビュー調査を行い、生活

環境、セクシュアリティの意味づけ、リス

ク行動など質的データを収集した。加えて、

日英のそれぞれで中・高学校の教師と医療

関係者へのインタビュー調査を行い、ハイ

リスクグループの背景の特徴を抽出し、日

英のハイリスクグループの同質性と異質性

を分析することで、日本の特徴を検討した。 

 

４．研究成果 

 

I.日英の若者の性（特に女性の）とセクシ

ュアル・ヘルスへのアプローチを明確にす

る。 

 

日本では、「すこやか親子２１」の第 2

次中間報告（厚生労働省、2007）にもある

ように、思春期保健の面から妊娠中絶や性

感染症など健康へのリスクに注意が払われ

たが、セクシュアリティを健康に良い視点

から捉えた課題設定がなされてこなかった。 

逆に英国では、1990 年代の十代妊娠戦略

によって、思春期の性に関する研究と実践

の蓄積があり、性やセクシュアリティをめ

ぐるコミュニケーションが進んでいる。同

時に Sex and Relationship Education とい

う包括的な性教育の実施が学校側の義務に

なり、各学校が性教育に関するポリシーを

広報する義務もある。生物学的、健康的、

社会的、心理学的(emotional)の各側面から

性と人間関係を授業で捉えるべきとされて

いる。教育にかける時間においても、性教

育において、英国は日本よりも充実してお

り、内容的にも、若者の健康への正と負の

双方から性を捉えている。 

加えて、英国では近年、児童期や思春期

の 健 康 と 安 全 を 守 る 政 策 で は 、

safeguarding (Royal College of 

Paediatrics and Child Health、2014) と

early intervention (Allen, 2011)が最も

重視されている概念である。これらの概念

枠組みは、子どもと若者の性の健康を

positively あるいは protectively に捉

える貴重な概念枠組みである。 

  

II 日英において健康的にとってリスクな

る性的行動に至る思春期女性の社会状況、

意識、価値観、行動を検討する。 

 

現代の英国における思春期保健の現状を



把握する目的で、英国の若者のリプロダク

ティブ・ヘルス専門ＮＧＯである Brook、

十代妊婦および母親の支援学校（M School、

B 市）とプライマリヘルスケア施設 (V 

Health Center, N 市 )などをそれぞれ 2回

以上訪問した。調査協力が得られ、複数の

関係者及び利用者から、聴き取り調査を行

った。 

Brooks において、現場経験が豊かな実践

家から、英国における sexual risk taking

に関するコミュニケーション・ツールであ

る Traffic Light Tool（TTL）の情報を収

集した。開発にかかわった中心メンバーの

協力が得られて詳細な資料を入手した。 

TTL は最初にオーストラリアの Family 

Planning Queensland（FPQ）によって開発

され、さらに Brook が英国で TTL の英語版

を開発した。思春期リスク行動の診断と対

処のツールとして用いられている。そこで、

TLT について、オーストラリアと英国で詳

しくインタビュー調査と資料調査によって

検討し、その特徴の分析結果から、思春期

の若者の性行動を含めた健康リスク行動全

般に関する診断と理解および対処における

有用性を確認した。 

若者間、若者と専門家、若者と親、親と

専門家など、さまざまな間柄で抽出された

TLT の教育的機能は、①性的リスク行動を

扱うコミュニケーションが具体的で客観的

に可能となる、②行動について認識の一致

と相違が 3色で視覚化されることで相互の

理解が進む、③同じ個人で専門家としての

判断と親としての判断にずれが生じた場合

にも視覚化が役立つ、④行動を分類してリ

スクの判断が年齢で変わるものと変わらな

いものを視覚化できるので予防の教育が行

いやすい、などであった。 

児童・思春期保健の分野からできてきた

概念 safeguarding についても文献調査し

た。 

これら研究成果は、日本思春期学会で報

告した後、Environmental Health  and 

Preventive Medicine に総説 Designing a 

Safeguarding Tool for Japanese 

Professionals to Identify, Understand 

and Respond to Adolescent Sexual 

Behaviours として公表した。 

なお、Brook から研究協力が得られ、2013

年の 9月から 2014 の 12 月の期間に 4回に

わたって TLT を中心したフォクス・インタ

ビュー調査をイギリスで行った。対象者は、

十代妊婦および母親の支援学校（M School、

B 市と B School、N 市）の生徒または専門

職員、プライマリヘルスケア施 (V. Health 

Center, N 市)のセクシュアル・ヘルス・ク

リニックの専門看護師、N市の PSHE 相談員

とTeenage Pregnancy Task Forceの代表者、

Kカレッジ、K市の一般高校生など）であっ

た。その調査の一部のデータの分析と結果

は、第 33 回日本思春期学会と 13th Asia 

Oceania Federation of Sexology, Brisbane, 

Australia で発表した。2015 年７月に第 22

２２回 Congress of the World Association 

of Sexual Health で成果の一部を公表予定

である。 

また、2014 年度は、TLT 日本版開発のた

めの交渉に臨み、TLT 原版の開発者 FPQ と

の間で綿密な意見交換を重ねた。2015 年 3

月には、ライセンス契約書を FPQ の担当者

と大阪大学と結ぶ運びとなった。 
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